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 ラオス語における英語の借用語の表記  
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0. はじめに 
ラオス語1はラオス人民民主共和国の公用語である。現在ラオス語において使われている
借用語としては、仏典用語などで使われるサンスクリット語とパーリ語、宗主国であった
フランスのフランス語、そして戦後急速に増えた英語由来のものなどがある。そしてそれ
らの表記には、表音文字であり固有の文字であるラオス文字を用いる。借用される元の英
単語の発音と、借用された後のラオス語の発音との間には、ずれが生じる。 
外国語由来の語彙がラオス語に借用され、ラオス文字で表されるとき、元の英語の語彙
の発音と、表記されたラオス文字の間には、どのような関係があるのであろうか。本論文
では、ラオス語に借用された借用語のうち、英語由来のものに限って、その借用語の表記
について調べていくことにする。 
 
1. ラオス語と英語の音韻  
1.1. ラオス語とその音韻 
まず、ラオス語とその音韻について、三谷 (1992: 665) と鈴木 (1998: 376) をもとに概観
する。 
ラオス語は、タイ・カダイ語族の一つに属する言語で、タイ語と同じく、南西タイ語系 
である。音韻、文法の両方において、基本的な点ではタイ語のそれと異なるところがない。
主な相違は、語彙的なものである。 
 
1.1.1. 子音と母音 
〈1〉子音は、DF!; RVEM; R*V*M*; HUJ; OPÕ0;NLY
〈2〉母音は、短母音KG'CnQW、長母音KKGG''CCnnQQWWであ
る。 
 
子音には、一部に無気音と有気音の対立があり、RVMが無気音、R*V*M*が有気音
である。子音結合(二重子音)は、正書法上はあるが、別の読み方をし、実際の音韻として
はない。また、子音のうち、末子音になるのは、RVM!OP0YLである。このうち、
RVM!は閉鎖のみで破裂しない。
                                                        
1 ラオス国の言語であるという意味で｢ラオス語｣と呼ぶほか、ラオ族の言語という意味で｢ラオ語｣と呼ぶ
こともあるが、ここでは前者の｢ラオス語｣を使うことにする。 
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1.1.2. 文字と声調 
子音字は、声調決定のために、中子音、高子音、低子音の 3 つのグループに分かれてい
る。文字は一音一字の表音文字であるが、R*V*M*HUJについては、同じ発音の頭子音
字が 2 つずつある。これらは、片方は高子音、もう一方は低子音と呼ばれるグループに属
し、それぞれに伴う声調が異なっている。文字を読むに当たって、それぞれの子音字に対
し、中子音と高子音には、全昇調/ ˇ / の声調、低子音には高昇調/   ́ /の声調を添えて読
む。 
 
 
(HP 『東京外大言語モジュール ラオス語』より引用) 
図 1: 子音字、母音字一覧 
 
 前図の で囲ったものを「中子音」、網掛け で囲ったものを「高子音」、その他を「低 
子音」と呼ぶ。 
 
1.1.3. 音節構造 
ラオス語は、単音節声調言語である。 
語例: VCC「目」、O¸/「手」、RCCM「口」
これらのVORのような音節初めの子音を「頭子音」、Mのような音節末の子音を「末
子音」と呼ぶ。ラオス語の音節は、「頭子音＋母音」または「頭子音＋母音＋末子音」に声
調がかぶさるということができる。

1.2. 英語の音韻 
 ここで、英語とラオス語の音韻を比較するために、英語の音韻を一覧する。以下は、福
島･木村･秦(1988) の要約である。 
標準英語の子音は、/RVMDFIHTU5X&\<V5F<TNOP0JY(J) ,L/で、 
  ラオス語における英語の借用語の表記 
 - 143 - 
母音は短母音KG3nW ¡, 、長母音KÖCÖnÖWÖÖ、二重母音GKQWCKnKKGであ
る。(福島･木村･秦1988: 879-880 を要約)
 
2. タイ語における英語の借用語の表記 
ラオス語における、借用語の表記に関する先行研究は見つけることが出来なかったため、
ここでは、同じ語族に属する、タイ語における借用語の表記に関する研究を紹介する。 
片柳 (2004)は、タイ語における英語からの借用語が、タイ文字によってどのように表記
されるか、調査したものである。同じ語族に属し、基本的な言語学的特徴をラオス語と同
じくするタイ語での調査は、本稿にとって大いに参考になるものであると思われるため、
以下に要約したものを記す。以下は、片柳 (2004)を要約したものである。 
 
英語とタイ語で音声学的特徴が同じ2単音頭子音はDFHUJOPNYLの 10 個であ
る。
例) 単音頭子音/D
(1) 英単語 balloon /DNWÖP → DCPNWÖP/(タイ文字表記から判断される音韻)  
英語の頭子音RVMに関しては、タイ語では語に応じて有気音、無気音の両方の頭子音
字の使い分けが見られた。 
例)単音頭子音R 

(2) 英単語palm RCÖO ⇒ RCÖO
(3)英単語pizza RK"ÖVU ⇒ R*KÖVUCÖ

そしてそれらのどれにも当てはまらない子音、すなわち英語にはあるがタイ語には存在
しない子音については、以下のとおりである。
英語のI→タイ語のM  英語のF<→タイ語のE 英語のX→タイ語のY
英語の6→タイ語のV*  英語の&→タイ語のF 英語の\→タイ語のU
英語の5→タイ語のE*
例)英語の単音頭子音/\        
(4)  英単語 zone\Q"WP → UQÖP
(片柳 2004 を要約) 
3. 研究方法 
英語－ラオス語辞典より、英語からの借用語であると見られる単語を選び出し、英単語 
の各発音が、どのラオス文字で表記されているのかを調査する。用例収集には、Chanthaphilit 
Chiansisulaat (2003)(ENGLISH-LAO DICTIONARY)を用いる。
                                                        
2 「音声学的特徴が同じ」という表現には問題があると思われるが、ここでは片柳 (2004)の語をそのまま
用いた。 
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 これを用いたのは、約 32000 語を収録しており、英語－ラオス語辞典の中では最も収録
語数が多いものの一つであるからである。 
調査したのは頭子音、末子音、母音の 3 つの項目で、さらに詳しく、下表のような項目
に分けて調査した。左から調査項目、用例数、本稿で述べている節の番号である。なお、 
三重頭子音、二重末子音、二重母音の項は、紙面の都合上、今回は省略した。 
 
表 1: 英単語のラオス文字表記 
 
4. 調査結果 
4.1. 単音頭子音 
今回調査したのは、/RVMDFIHTU5X&\<V5F<TNOPJY, L/の 23 の英語
の子音が、頭子音となる英単語についてである。ただし今回の調査では、/5&<を頭子音
に持つ、英語からの借用語は、見られなかった。 
 今回の調査に当たって、20 の英語の頭子音を、大きく以下の 3 つに分類した。 
1. 英語には存在するが、ラオス語にはそれと似ているものを持たない子音…
/I6X\V5F<T
2. ラオス語には有気音、無気音の対立が存在する子音…RVM
3. 英語、ラオス語ともに存在する子音…DFHUJNOPYL
そしてその調査結果を便宜上、一覧表にまとめた。左から、借用される元の英単語の頭
子音、借用されたラオス語における頭子音、その例である。それぞれ、似た振る舞いをす
る子音毎に分類した。尚、英単語の発音表記は、Hornby, A. S. (2001) (Oxford Advanced 
Learner’s Dictionary) による。また、英単語の日本語訳は、小西・南出 (2002)(「ジーニア
ス英和辞典 第 3 版」)による。 
調査項目 用例数 節番号 
単音頭子音 182 4.1. 
英語には存在するがラオス語には存在しない単音頭子音 48  
ラオス語には有気音、無気音の対立が見られる単音頭子音 42  
英語、ラオス語ともに存在する単音末子音 92  
二重頭子音 45 4.2. 
三重頭子音 2  
単音末子音 137 4.3. 
英語には存在するがラオス語には存在しない単音末子音 26  
英語、ラオス語ともに存在する単音末子音 111  
二重末子音 3  
短母音・長母音 129 4.4. 
二重母音 19  
計 517  
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表 2: 借用される元の英単語の頭子音、借用されたラオス語における頭子音 
英語の頭子音 借用後の頭子音 例 
I6X\V5F<T ⇒ MVYU低
3
U低EN
(1)gondola InPFN｢ゴンドラ｣ ⇒  
dvo3f]k MnÖPFQÖNCÖ 
RVM ⇒ RR*4,VV*MM* (2)Pacific RUKHKM｢太平洋｣ ⇒  
xt-y2yd RCU+qHKM 
      (3)pampas R3ORU｢パンパス｣ ⇒ 
cra,ralR*'OR*CU5 
DFOPYL ⇒ DFOPYL (4)bacon DG¸KMP「ベーコン」 ⇒  
g[gdyho DGÖMP 
HUJ ⇒ H低U高U低J高J低
(5)salmon U3O¸P「鮭」 ⇒  
c-,,vo U'ÖOOnÖP 
  
英語には存在するが、ラオス語には存在しない頭子音に関しては、上記のように、比較
的近いとみられる子音で代用されていた。 
 ラオス語には無気音、有気音の対立が存在するRVMの子音に関しては、英単語によっ
て、無気音の現れる単語、有気音の現れる単語があった。そして、無気音、有気音の頭子
音を使う条件は、元の英単語の強勢が第一音節に置かれるか、そうでないかによるのでは
ないか、という仮説を立てて調査したが、具体的に明らかにすることは出来なかった。た
だ、R*の有気音のみは、pampas R3¸ORU;AmE R3O¸R\｢パンパス｣⇒gra,ralR*'OR*CUの
ように、明らかに元の英単語の強勢が第一音節に置かれたものであった。 
 英語にもラオス語にも存在する頭子音に関しては、対応するラオス文字で表記されてい
た。高子音と低子音が存在する文字に関しては、soda UWF; AmE6 UQWF/｢ソーダ｣ ⇒  
fkUQÖFCÖ
Uの高子音)と harmonicaJCÖOCPKM; AmE JCÖOCÖPKM｢ハーモニカ｣⇒ sk,=oydk 
JCÖOnÖPKMCÖ
Jの高子音)の 2 例をのぞいて、すべて低子音での表記であった。 
                                                        
3 発音記号の後に記した「高」、「低」は、それぞれ高子音、低子音を便宜的に表したものである。 
4 RR*の表記は、RとR*の両方が見られた、ということを示している。 
5 本研究では、この例のように、ラオス語の正書法上は誤りとなる、特定の子音字の語末での使用や、二
重子音などの表記が見られた。このような語の場合、表記より、筆者が｢こう発音するのではないか｣とい
う推測したのち、発音記号を記している。 
6 イギリス式発音とアメリカ式発音が異なるものは、Hornby, A . S. (2001) に倣い，アメリカ式発音の前に
AmE の表記を付した。また、イギリス式発音でも複数存在するものは、2 番目以降の発音の前に BrE also 
の表記を付した。 
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4.2. 二重頭子音 
鈴木(1998)によれば、ラオス語には「子音結合(二重子音)は、正書法上はあるが、別の
読み方をし、実際の音韻としてはない」のだが、別の読み方とは、どのようなものなので
あるか。 
Chanthaphilit Chiansisulaat (2003)(ENGLISH-LAO DICTIONARY)から、二重子音を頭子音に
持 つ 英 単 語 か ら の 借 用 語 と み ら れ る も の を 調 査 し た と こ ろ 、
/DNDMMNDTHNHTITMTRNRTUHUMUNURUVUYVTVYを頭子音
に持つ英単語からの借用語と見られるものが見つけられ、計 49 例であった。そして、それ
ぞれの語彙を分析し、借用語の表記の方法を、以下の 3 つのパターンに大別した。本稿で
は以下の 3 つのパターンを、便宜上、パターン A、パターン B、パターン C と呼ぶことに
する。参考までに、3 つの表記のパターンが、二重子音全体でどれだけのばらつきがある
か調べたところ、49 例の単語のうち、パターン A が 9 例、パターン B が 4 例、パターン C
が 32 例であった。 
 
パターン A: 一つ目の子音字と二つ目の子音字の間に、母音符号×tCを補って表記する 
例: skateUMGKV｢スケート｣⇒ltdafUCMCV
 
このパターンでは、一つ目の子音字と二つ目の子音字の間に、もともとの英単語にはな
かった母音Cを補い発音される。Uの後に他の子音が続く英単語を借用したときのみにみ
られた。これは、他の二重子音と比べ、U+その他の子音の二重子音が、ラオス人にとって
より抵抗のある音声、綴りであるからではないかと推測できる。 
 
パターン B: 二つ目の子音が省略されるもの 
   例: placard /RN3MCÖF/ ｢プラカード｣⇒ xtdkfRCMCÖV

  このタイプでは、子音連続の二つの子音のうち、二つ目の子音は省略されてしまい、一
つ目の子音のみが残り、単音頭子音として発音される。このパターン B は、以下に示すパ
ターンに比べ、借用語としての使用が浸透しているのではないか。
 
パターン C: 表記上は子音字を連続して表記するが、別の発音をすると考えられるもの 
例: blues DNWÖ¸U⇒ []6DNWÖ
 
この例はラオス文字の表記上はDNWÖを示すが、発話上は、二重子音は存在しないものと
考えられているため、発話者の意思に委ねられ、異なる発音をするものと考えられる。

4.3. 単音末子音 
『ラオス語とその音韻』の項で述べた三谷 (1992) および鈴木 (1998)を確認すると、ラ
オス語の子音は、DF!; RVEM; R*V*M*; HUJ; OPÕ0;NLYであるが、末子音
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になるのは、RVM!OP0YLである。このうち、RVM!は閉鎖音のみで破裂し
ない。 
RVMDFIHU5\F\V5NOP0の末子音のうち、ラオス語に存在しない末子音は
DFIHU5\V5Nである。単音末子音の調査結果を 3 つのタイプに分け、以下の表にま
とめた。

表 3: 単音末子音の調査結果 
ラオス語に存在する別の末子音字で表記された例 
英語の ラオス語の 例 
末子音 末子音   
DFI RVM (1)jabF<3D「ぐいとつく、ジャブを出す」⇒c9[E'ÖR 
ラオス語に存在する頭子音字(末子音字としては存在しない)で表記された例 
英語の ラオス語の 例 
末子音 頭子音   
HUN HUN (2)giraffe F<TCÖH;AmE F<T3H「キリン」⇒9yik2EKNCÖH 
ラオス語に存在する別の頭子音字(末子音字としては存在しない)で表記された例 
英語の ラオス語の 例 
末子音 頭子音   
5\F\V5 U\F+U7 V* (3)radish T3FK5「ラディッシュ」 ⇒ cify-T'ÖFKU 
 
例文(2)のHという子音は、ラオス語では頭子音としては使用されるが末子音としては使
用されない。例文(3)の5という子音は、ラオス語では子音として存在しないため、Uで代
用されている。この子音は、本来末子音としても使用されない。 
英語、ラオス語ともに存在する単音末子音は、ほぼ英語の末子音を変化させることなく、
ラオス文字で表記されている。 
 
4.4. 短母音・長母音 
英語の音韻の項で挙げた福島･木村･秦 (1988)では、英語の母音について、短母音
KG3nW ¡, であり、長母音KÖCÖnÖWÖÖであると述べられている。
調査の結果、借用前の英語の発音を忠実に表記しているものとそうでないものに分かれ
たが、忠実でないものの中では、英語の発音ではなく、英語の表記に引っ張られてラオス
語でも表記されている、という例が目立った。例えば、PacificRUKHKM｢太平洋｣ ⇒ 
                                                        
7 /F+U/の表記は、Fのラオス文字とUのラオス文字を連続させて語末に表記しているが、FUの発音は本
来表記しないため、このように表記しておいた。 
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xt-y2yd RCUK!HKMの例では英単語のRの発音にもかかわらず、Pacific のつづりに影響され、
ラオス文字でもRCと表記されたと考えられる。このような例は、/のみならずKがG'
になる例が 1 例ずつあったが、/のほうがはるかに多かった。/Öで調査した 30 例のう
ち、/Öのラオス文字で表記されたものはたったの 5 例で、そのほかは全て(4)clarinet 
MN3TPGV｢クラリネット｣⇒ d]kiygof MNCÖNKPGÖVのように、英単語の表記に左右されたもの
であった。 
 
5. おわりに 
英語からの借用語をラオス文字によって表記する場合、当然表記にはゆれが存在する。
今回の調査でも、表記のゆれに悩まされたが、それでも、どのような表記が行われている
のか、現状を把握し、ある一定の規則性を見つけることができた。ただ、「表記は為されて
いるがラオス語の正書法から外れるため、読者がどう読むのか分からない」語がいくつも
存在したことが、大きな課題として挙げられる。子音連続がそのまま表記されていたり、
通常末子音としては発音されない文字が語末に表記されていたりする例は、ラオス語の正
書法からは外れている。この問題を解決するには、母語話者に対するアンケート調査が必
要になってくる。これは今後の最大の課題である。 
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